
横須賀信用金庫のご案内
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ごあいさつ
横須賀信用令／i［は大正13年 3月、打続く不況と）＄裳災て疲腎しきった横須賀

,hの復興と中小商T.;/';-1¥の金融の円滑を図るため、 h限・↓'t1T．横須賀1]用組合と

して、横須賀市に孤々の加をあげ、昭和26年 6月信用金叩法の公布施行に伴い

同年IO月に用全1、Iiと組織を変史し、爾米50年中小企党行、勤労者の専門金融機

関として、地域社会の発展に大きな役割を呆たしてきました。

昭和37年に横浜市に宮尭地域を拡｝kし、昭和43年には日本銀行と取引を閉始、

現在、店舗数は横須買市内 6カ店、横浜市に 4カ1,hと計10店 （伊勢佐木町支店

は建設中）を数え、預金屈も 5001f!円を突破するなど、日本経済の高度成長を1'r
梨にめざましい発展を遂げ、過去幾多の厳しい金片が問境の変化に対応しなから、

ここに地域金融機関として確固たる経貨甚盤を確立するに至りました。

これもひとへに会貝並ぴに取引先のみなさま方の駿かいこ支援の賜と深く感

湖巾しあげる次第てございます。

また、昭和47年 12月には業務の多様化、省力化への対処と命融機能サ ー ビス

の拡大をはかるため、コンピューターを＃入すると共に、税務、財務、法律及

ひ不動産等の経営相談室を開設いたしましたか、今後とも地域のみなさま方の

牛．活の向上並ひに企業の発展に在するたの、よりー暦サーピス機能体制の強化

をはかっていきたいと存じております。

なお、創業50固年記念の一巧として同年、現在地に顧吝本位の近代的な設備

と機能を1柑えた地下 1陪地上 9階建の新本店の完成をみましたが、更に飛耀ヘ

の況とすぺく役職貝ー同決汀を新たにしております。

1970年代は激動の年代といわれているように、わが国の産業、金融隅造も大

きく変貌していくものと思われますか、私共はこのようなm境の変化に柔軟に

対応できる経営体制の確立に努め、今後、内外の金融経済th勢かどのように展

間するにせよ、地域に密布しなから発展してきた金融機関として、その実紐を

ト分生かし、中小企業の健全な発展、同民大衆のゆたかな生活の向ヒ、及ぴ地

域開発の1足進という使命の達成に向かって全力をあげ努力致す所存であります。

なにとそ＇、みなさまのヨコンンとして末長く格別なご愛顧を胆わりますよう

日↑んでお願い申しあげます。

昭和48年 4月

坪 l山名井 札 手



I● 事 飯田忠勇

理事・監事

環事長吉r 井勝重 賞務環事 小 林 進 環事石渡三郎 環事言水良穏

髯事加藤 勇 監事辻井信言



歩み 大金庫・貸金庫
大 正 13 年 有限只任横須賀位用紐合として発足 ( 3 月 ） 、払込済出査金35,590円、組合且数 505 名、組合長今井— rli兵衛

昭 和 26 年 田浦は用組合と合併、田浦支店となる（ 3 月 ） 、侶用金）車法の施行に併ない組織変更を行ない横須賀信用金）•ll

となる、柴崎彦造氏理7ド長就任（初代IO月）

昭和27年 ～33年 衣笠支店開設(27年 2月）、追浜支店開設(28年 7月）に次い で久毘浜支店開設(33年 6月）

昭和37年 -40年 営業地区を横浜市に拡張(37年10月）、武山支店開設(38年 5月）に次いで磯子支店開設(40年 8月）

昭和41年 ～43年 吉井市蔵氏理｀ト長就任 ( 2 代 • 5月）、預金泣JOO億円達成 (41年 8月）

金沢支店開設(43年 JI月）、 日本銀行取引開始(43年 12月）

昭和44年 ー45年 日本銀行歳入代理店(44年11月）に次いで国債代理店となる （昭和45年 4月）、保土ケ谷支店開設(45年 10月）

昭和 46 年 吉井勝重氏理’J>長就任 (3代 ，1月）、本店新築工F沿エ (9月）

預金品 300f店円達成 (7月）

昭和 47 年 預金品 400f.f!.円達成(8月）

新本店新築落成12月 1日披露、12月 4日開店営業開始

昭 和 48 年 預金量500億円達成(3月）、オンライン開始(8月）、両替商業務開始(11月）、預金量600億円達成(12月）

昭 和 49 年 全店オンライン稼動(1月）、横浜市（緑区）、川崎市（川崎区、中原区、幸区）に地区拡張内認可(3月）、

伊勢佐木町支店開設(5月）





営業ロビー（融資関係） 会長室 ・会長、思い出
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各種ローンご案内

ロ ー ン名

住宅 0 ーン

フリー住宅ローン

提携住＇毛ローン

ヤンクローン

仙 ， £

I',．ヒの新増改伊鵡入 Iiひ 1．地，，，へt,c

3.000 JjF1まて 1 
8ll荘 ・アパート ・1,＼釦Jt砿．．しの新培改安

／しひ f地 9具入ft’r．． 
提携た：点0.I,9，水ハウス・人hli地建物• I、111ハウス ・東芝・

ナ／ョナル ・114J,：9反方

3三
●安し、おfl1.n．てこ IldIにお使し、（たぺし、

山

サラリーマンローン

預金担保ロ ー ン

屯 化 ロ ー ン

自 動 車 ロ ー ン 1cmある会itと提携を枯ひゆたかなくらしのお手に、いをしております．

ミュージ ッ ク ロ ー ン

1J I 

相談コーナーご案内

税務・財務 ・法律・ 不 動 産 評 価 ・ 不 動 産 鑑 定 ・ 建 築 法 規 等

専門家の先生がこ相談に応じます 。

2代,..事 長

会長吉井市 蔵

私は当令,,じか組合とい った当初から永年共にあゆんてま

いりましたのて令庫に関する思い出話は語り尽せない f呈多

く持っております。

k」l..12年の1刈束大哀災て横須箕も大被害を受け、加えて

打ち紐〈イ勺兄て巾全体か疲弊し切っておりました。

翌年の大止13り3月 2日、大滝町 9番地に於て当時の横

須賀市のイ．I}］な政朴 • 財芥の h'，とが中心になり、有限百任

横須仇'(Jm組合として発足いたし、払込 i9T出資金35,590円、

組合＂数 505名、預令俎879円か閉店・り時 (3月IOR)の実

紐てあります

その後、幾多の苫難の途は続ぎ、皆それぞれ去って行き

まして、蚊後まて残ったのか故柴的彦造氏（初代理・ド長）と

光代故小（左野竹吉氏 （現，'"Tー会議所会珀の葬父） と私の＝

人でした 。 1晶州 •I9変、上’那l咳’亥、大求亜戦争そして終戦と

時代はうつり、昭和26年(ri用令庫法の制定によ＇） （註用令r中
への紐織変更を行い故梵崎氏が初代理北Kに就任いたしま

した。謀度経済成艮政策等による日本経済の飛甜的な進展

とともに当金庫も耀進又紺進の一途をたどり預金茄も 500

億円を突破し、今 Hこのす，派な新本店を染きあげるまての

紐しい業績をつくりあげたのてす。

切代埋ギKとしてなみなみならぬ功績を残された柴筍氏

も昭和43年 9月逝去され、昭和43年 5月あとをついで理t
長に就任した私も昭和45年 12月に引退し、昭和46年 1月に

現埋｀ド長に金庫経営を引きつぎ ま した。

1970年代は激動の時代といわれ、毎日毎日が変化にあけ

くれておりまして、金油 を取りまく経営哀況も一段と厳し

さを加えておりますが、金庫の役；；陣も•挙に若返り、新

しい経営感党をもってこの激動の時代に対処いたすべく努

力いたしております。

お取引先はしめ皆さまにおかれ ましては この地冗に生ま

れ、地冗とともに歩む横須賀信用金1,j,．をよき友人、隣人と

して末永<i卸愛顕賜わり ます よ う碑願い申し上げます。



胴生（職員食堂・女子更衣室）

本店職員食堂

独身寮

保 養 所

クラプ活動

湯河原寮

テニス部、卓球部、ワンダーフォーゲル部、

野球部、釣部、音楽部、＇が真部、囲 1し将棋

部、茶逍部、華道部。

本部（総務部室・コンピューター室）

本部概要 総務部

業務部

審査部

検査部

事務センター



役員室（理事長室・役員会議室） 大ホール
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